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人口と世帯数　８月末日現在の「住民基本台帳」より（前月比）

●国民健康保険税（第５期）

●介護保険料（１号被保険者・普通納付分・第５期）

●公共下水道受益者負担金・分担金（第２期）

今月の納税など　（納付には便利な口座振替のご利用を）

休日在宅当番医のお知らせ　（内：内科医　外：外科医　診療時間：午前９時～午後５時）

電話番号・所在地医・病院名月　日電話番号・所在地医・病院名月　日

�６２－２８００
見附市学校町２－１３－５０見附市立病院内

１０月５日�

�６６－２１４０
見附市今町６－３－４５石 川 医 院内

９月１４日�
�６２－２８００
見附市学校町２－１３－５０見附市立病院外�６２－７７５０

見附市昭和町２－２１－２２
わ た な べ
皮 フ 科外

�６２－０９９８
見附市本町４－２－３７見附星野医院内

１０月１２日�

�６１－２４００
見附市上新田町４４９－７

は し も と
小 児 科内

９月１５日�
�６６－８８０８
見附市柳橋２７４－６

星整形外科
医 院外�６２－２５００

見附市新町３－３－５０石 澤 医 院外

�６１－１３８８
見附市本所１－１２－１０

山 谷
クリニック内

１０月１３日�

�６３－４６００
見附市昭和町２－８－１１村 上 医 院内

９月２１日�
�６２－０１３７
見附市本町１－４－４６寺 師 医 院外�６６－８１００

見附市柳橋２７４－２５貝瀬皮膚科外

�６２－０１２３
見附市本町１－２－５０杏仁堂医院内

１０月１９日�

�６６－２４４６
見附市今町１－１０－９内 島 医 院内

９月２３日�
�６２－７７５０
見附市昭和町２－２１－２２

わ た な べ
皮 フ 科外�６３－４４７７

見附市南本町２－１８－３６見附南医院外

�６２－０５７９
見附市新町１－８－３霜 鳥 医 院内

１０月２６日�

�６２－１１２２
見附市本町２－９－２３田 � 医 院内

９月２８日�
�６２－２５００
見附市新町３－３－５０石 澤 医 院外�６２－０１１６

見附市本町１－４－７金 井 医 院外

ごみ収集カレンダー　（ごみ収集日の午前８時までにごみ出しを）

燃えないごみ燃えるごみ粗大ごみ資源ごみ地　　区　　名

毎　週
月曜日

毎　週
火・木・土曜日

９月１７日�９月１９日�・１０月３日�・１７日�中 之 島 地 区
（真弓・野口を除く）

９月１８日�９月１２日�・２６日�・１０月１０日�上 通 地 区

９月２４日�９月１２日�・２６日�・１０月１０日�中 通 地 区

毎　週
火曜日

毎　週
月・水・金曜日

９月２４日�９月１２日�・２６日�・１０月１０日�中 野 地 区

９月２５日�９月１９日�・１０月３日�・１７日�中条・信条・西所・
三沼地区、真弓・野口

http://www.town.nakanoshima.niigata.jp

ホームページアドレス�

mail@town.nakanoshima.niigata.jp

メールアドレス�

　

９
ペ
ー
ジ
の
「
カ
メ
ラ
散
歩
」
の
中
で
、
中
之
島
町

消
防
団
の
み
な
さ
ん
が
「
第　

回
県
消
防
大
会
・
操
法

５４

競
技
会
」
で
第
２
位
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
消
防
団
の
み
な
さ
ん
が
、　

月
５
日
�
、
午
前
９
時
か
ら
中
之

１０

島
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
「
町
消
防
演
習
」
の
中
で
、

「
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
」
を
凱
旋
披
露
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
県
第

２
位
に
輝
い
た
素
晴
ら
し
い
演
技
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▼
な

お
、
演
習
で
は
こ
の
ほ
か
に
、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」
や
「
炊
出
訓

練
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
▼
さ
ら
に
、
午
前
８
時
か
ら
県
道
長
岡

・
中
之
島
・
見
附
線
の
中
之
島
地
内
に
お
い
て
「
分
列
行
進
」
を
。

午
前
８
時　

分
か
ら
中
之
島
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
の
中
之
島
川
沿

３５

い
に
お
い
て
「
放
水
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
も
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集

後
記
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８
月　

日
�
、
町
役
場
前
住
宅
団
地
内
公
園
付
近
を
会
場
に

１０

「
第
８
回
中
之
島
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
。
参
加
者
・
観
客
を
合

わ
せ
て
約
６
、
０
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
が
初
参
加
と
な
る
「
銭
太
鼓
」
と
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
踊
り
」
に
は
、
多
く
の
方
々
が
観
覧
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う

に
、
出
演
者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
行
事
の
目
玉
で
あ
る
「
子
ど
も
み
こ
し
」
に
は
、

昨
年
を
上
回
る
み
こ
し
が
登
場
。
子
ど
も
た
ち
は
照
り
つ
け
る

真
夏
の
日
差
し
の
下
で
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

と
大
声
を
上
げ
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
み
こ
し
を
担
ぎ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
が
暮
れ
始
め
る
と
「
み
こ
し
渡
御
」
が
開
始
。

勇
壮
な
和
太
鼓
の
音
と
も
に
「
エ
イ
ヤ
！
ソ
イ
ヤ
！
」
と
大
き

な
か
け
声
が
会
場
中
に
響
き
渡
り
、
一
気
に
ま
つ
り
の
フ
ン
イ

キ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
続
く
「
大
民
踊
流
し
」
で
は
、

お
な
じ
み
と
な
っ
た
「
中
之
島
音
頭
」
の
軽
快
な
唄
声
に
合
わ

せ
て
、
踊
り
手
の
み
な
さ
ん
が
息
の
あ
っ
た
踊
り
を
舞
い
ま
し

た
。

◆
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
７
月　

日
�
以
降
分

２５

（
順
不
同
、
敬
称
略
。）。

中
之
島
町
土
地
改
良
区
、
南
場
住
設
、
桂
屋
商
事
㈲
、
新
陽

住
設
㈱
、
㈲
ワ
タ
ナ
ベ
プ
ラ
ン
、
三
協
設
備
工
業
㈱
、
㈱
小

林
電
機
、
㈲
カ
ネ
ダ
パ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
中
之
島
工
場
、
㈲
共

立
化
学
、
本
間
電
機
工
業
㈱
、
㈱
川
�
設
計
、
㈲
ア
ッ
ク
ス
、

入
沢
造
園
、
東
亜
販
売
㈱
、
に
い
が
た
南
蒲
農
業
協
同
組
合
、

㈲
吉
田
電
設
、
㈲
佐
藤
鉄
工
、
㈱
あ
さ
ひ
測
量
設
計
事
務
所
、

㈲
ア
ダ
チ
医
療
器
、
㈲
柿
本
商
店
、
㈱
大
原
鉄
工
所
、
㈱
山

崎
岩
作
商
店
、
㈱
本
間
組
、
大
原
技
術
㈱
、
㈲
石
川
配
管
、

㈲
大
武
ホ
ー
ム
、
㈲
韮
沢
工
務
店
、
㈱
Ｔ
Ｋ
Ｃ
、
㈱
河
田
建

設
、
㈱
第
一
印
刷
所
中
越
支
店
、
�
工
業
㈱
、
㈱
高
森
石
油
、

㈱
新
潟
食
品
運
輸
長
岡
支
社
、
㈱
ワ
ゴ
ー
ド
ラ
イ
中
之
島
店
、

セ
コ
ム
上
信
越
㈱
、
㈲
小
山
配
管
工
業
所
、
東
部
運
送
㈱
長

岡
営
業
所
、
ダ
ス
キ
ン
レ
ン
ト
オ
ー
ル
長
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
チ
ラ
シ
に
誤
り
が
あ
っ
た
企
業
（
敬
称
略
。）

　

誤‥

㈲
石
�
精
工
↓
正‥

㈱
石
�
精
工

�
��
�
�
�
�
�
�
�
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▲大民踊流し▲大民踊流し
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▲子どもみこし

みこし渡御

▲

▲よさこいソーラン踊り

▲和太鼓響 長岡悠久太鼓▼ 江戸ばやし▼

▲銭太鼓

▲射的
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９月１５日は 敬老の日
長年、社会に貢献してこられたお年寄りを敬い、その長寿を祝いましょう
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入
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真
野
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新
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館
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ヨ
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中
之
島
第
五 

堀　

富
之
助 
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中

条

宮

村 

山
田　

ミ
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�９３
 

 
粕

島 

長
谷
川
ミ
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大
竹
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中

　

山
�　

ン
メ　

�９８
 

��

�

中
之
島
第
三

　
 
長
坂　

ツ
ギ　

�９７
 

西　
　
　

野

　
 
入
澤　

モ
ヨ　

�９７
 

灰
島
新
田

　
 
荒
川　

ト
メ　

�９７
 

��

�

中
条
第
二

　
 

澤　

�
市　

�

��

�

上
沼
新
田

　
 
堀　
　

キ
イ　

�９７
 

中
条
新
田
第
一

　
 
小
林　

源
�　

�９７
 

中　

野　

西

　
 
中
島　

セ
ツ　

�９７
 

１０３

�

　

住
民
税
の
決
定
を
受
け
、
平
成

　

年
度
の
介
護
保
険
料
が
次
の
と

１５お
り
確
定
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（　

歳
以
上

６５

の
方
）
の
保
険
料
は
、
所
得
の
状

況
に
よ
り
、
被
保
険
者
ご
と
に
５

段
階
の
い
ず
れ
か
の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

各
段
階
別
の
対
象
者
と
年
間
の

保
険
料
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。介

護
保
険
料
の 

納
め
方

　

介
護
保
険
料
は
、
毎
年
４
月
１

広報なかのしま
２００３・９月号

日
を
基
準
日
と
し
、
被
保
険
者
の

状
況
に
よ
り
納
め
る
方
法
が
次
の

２
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

◆
特
別
徴
収

　

社
会
保
険
庁
や
各
共
済
組
合
が
、

年
金
の
支
給
月
に
年
金
か
ら
天
引

き
し
て
徴
収
し
ま
す
。

○
対
象
者

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
に

お
け
る
老
齢
（
退
職
）
年
金
の

受
給
額
が
、
月
額
１
万
５
、
０

０
０
円
以
上
の
方

◆
普
通
徴
収

　

町
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
通
知

書
に
よ
り
、
金
融
機
関
の
窓
口
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象
者

①
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
額

が
、
月
額
１
万
５
、
０
０
０
円

未
満
の
方

②
老
齢
福
祉
、
障
害
、
遺
族
年
金

だ
け
を
受
給
し
て
い
る
方

③
基
準
日
以
降
に
１
号
被
保
険
者

と
な
ら
れ
た
方
（　

歳
到
達
や

６５

他
市
町
村
か
ら
の
転
入
な
ど
）。

　

な
お
、
翌
年
度
の
基
準
日
に
特

別
徴
収
の
条
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
そ
の
年
の　

月
か
ら
自

１０

動
的
に
特
別
徴
収
へ
切
り
替
わ

り

普
通
徴
収
の
方
は 

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

普
通
徴
収
の
方
の
保
険
料
は
、

町
税
な
ど
と
同
様
に
、
簡
単
で
便

利
な
「
口
座
振
替
」
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
取
扱

金
融
機
関
な
ど
に
通
帳
届
出
印
を

ご
持
参
の
上
、「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

の
開
始
は
、
申
込
日
の
翌
月
以
降

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
す
で
に
町
税
な
ど

を
口
座
振
替
し
て
お
ら
れ
て
い
て

も
、
介
護
保
険
料
の
納
付
を
口
座

振
替
に
す
る
場
合
は
、
別
に
こ
の

手
続
が
必
要
で
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

○
に
い
が
た
南
蒲
農
業
協
同
組
合

の
町
内
各
支
店

○
第
四
銀
行
今
町
支
店

○
北
越
銀
行
今
町
支
店

○
三
条
信
用
組
合
今
町
支
店

○
大
光
銀
行
本
店

○
新
潟
県
信
用
組
合
中
之
島
・
今

町
支
店

○
郵
便
局

平
成　

年
度
の

１５

介
護
保
険
料
が
確
定
し
ま
し
た

算出方法保険料年額対　象　者段階別

基準額
（月額３，２００円）

×０．５
１９，２００円

生活保護受給者。
老齢福祉年金受給者で
世帯全員が住民税非課税

第１段階

基準額×０．７５２８，８００円世帯全員が住民税非課税第２段階

基準額３８，４００円本人住民税非課税第３段階

基準額×１．２５４８，０００円
本人が住民税課税で
所得額が２００万円未満

第４段階

基準額×１．５５７，６００円
本人が住民税課税で
所得額が２００万円以上

第５段階

※　上表により本算定を行い、保険料年額を算出。そこから平成１５年度中
の今まで納めていただいた１～３期分の仮算定保険料を差し引いた残額
が、今後の４～１０期分で納めていただく額になります（普通徴収の計算
例は下記のとおり。）。

　　保険料年額　－　仮算定額　１～３期分（４～６月分）

　　　　　　　　＝  差引徴収額　４～１０期分（８月～平成１６年２月分）

第1号被保険者の介護保険料

●問い合わせ先●

保健福祉課
（�61－2016）



�

　

資
源
有
効
利
用
促
進
法
に
基
づ

き
、　

月
１
日
�
か
ら
パ
ソ
コ
ン

１０

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
家
庭
系
パ

ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が

始
ま
り
ま
す
。

　

す
で
に
冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
始
ま
っ
て
い
る
「
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
と
は
回
収
方
法
な
ど
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、　

月
１
日
�
以
降
、
家

１０

庭
系
パ
ソ
コ
ン
の
三
島
郡
清
掃
セ

ン
タ
ー
で
の
引
き
取
り
及
び
町
で

の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

自
主
回
収
・ 

再
資
源
化
義
務
者

　

自
主
回
収
・
再
資
源
化
を
行
う

業
者
は
、
製
造
業
者
及
び
輸
入
販

売
業
者
（
以
下
「
メ
ー
カ
ー
な

ど
」
と
し
ま
す
。）
で
す
。

　

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
と
は

異
な
り
、
販
売
店
に
は
引
取
義
務

な
ど
の
直
接
的
な
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
関
係
者
と
し
て
協
力
す

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

対
象
機
器

　

対
象
機
器
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
本
体
、
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
ま

た
は
液
晶
式
）、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク

パ
ソ
コ
ン
で
す
。

　

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
と
一
体
と
し

て
販
売
さ
れ
た
キ
ー
ボ
ー
ド
、
マ

ウ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
付
属
品

に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
一
緒

に
排
出
さ
れ
た
場
合
に
合
わ
せ
て

回
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
回
収
・ 

再
資
源
化
の
仕
組
み

　

自
主
回
収
・
再
資
源
化
の
仕
組

み
は
、

①
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
指
定
回
収
場

所
を
設
置

②
「
指
定
回
収
場
所
へ
使
用
者
に

よ
る
持
ち
込
み
」
ま
た
は
「
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
委
託
を
受
け
た

業
者
に
よ
る
戸
口
回
収
（
宅
配

便
な
ど
）

③
回
収
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
メ
ー
カ

ー
な
ど
（
委
託
者
を
含
む
）
が

一
定
の
再
資
源
化
率
に
基
づ
き

リ
サ
イ
ク
ル

の
順
に
実
施
さ
れ
ま
す
（
上
図
参

照
。）。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

　

平
成　

年　

月
ま
で
に
販
売
さ

１５

１０

れ
た
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
費
用
負
担
が

行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
排
出
時

に
消
費
者
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

負
担
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
以
降
に
販
売
さ

１５

１０

れ
る
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
排

出
時
に
消
費
者
が
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
、
メ
ー

カ
ー
な
ど
が
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン

を
引
き
取
り
ま
す
（
該
当
す
る
パ

ソ
コ
ン
に
は
左
図
の
「
Ｐ
Ｃ
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ク
」
の
表
示
あ
り
。）。

広報なかのしま
２００３・９月号

　

月
１
日
�
か
ら
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る

１０家
庭
系
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
す
●問い合わせ先●

保健福祉課
（�61－2016）

〔
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
〕
に
ご
協
力
を

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
（
�　

－

2
0
1
1
）●

６１

　
　

月
１
日
�
、
全
国
で
「
住

１０
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
宅
・
土
地

に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査

で
、
そ
の
結
果
は
豊
か
な
暮
ら

し
、
や
さ
し
い
住
ま
い
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
か
ら　

月
上
旬
に
か
け

１０

て
調
査
員
な
ど
が
該
当
地
区
の

お
宅
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
お
書
き
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
指
導
員
及
び
調
査
員
（
敬
称

略
。（　

）
内
は
調
査
担
当

地
区
）

○
指
導
員
／
田
邉　

正
男
（
全

調
査
地
区
）

○
調
査
員
／
石
橋　
 

助
（
中

之
島
第
四
、
中
野
東
、
中
野

中
）、
丸 
山 　

誠
（
中

興

野
第
三
の
一
部
、
大
口
の
一

部
）、
赤 
坂　
 
孝
（
中

条

第
一
、
中
条
新
田
第
一
）

ＰＣリサイクル
マーク

※　リサイクル料金、各メーカー回収受付

窓口など、詳細な情報については、社団

法人電子情報技術産業協会（JEITA）の

ホームページに掲載しています（ホーム

ページアドレスは http://www.pc3r.

　jp。）。

使用者

メーカーなど

�

　

８
月　

日
�
、
町
民
文
化
セ
ン

１５

タ
ー
を
会
場
に
「
第　

回
町
成
人

５４

式
」
を
挙
行
。
男
性　

名
、
女
性

８３

１
０
３
名
の
１
８
６
名
が
新
成
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
町
長
が
式
辞

で
「　

歳
の
青
春
は
ま
さ
に
人
間

２０

の
生
涯
の
中
で
一
番
感
性
に
富
み
、

活
力
あ
ふ
れ
る
年
代
で
す
。
今
日

を
契
機
に
ま
す
ま
す
感
性
を
磨
き
、

新
世
紀
の
担
い
手
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人
に
期

待
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
新
成
人
を
代
表
し
て
山

広報なかのしま
２００３・９月号

　

最
近
、
第
三
者
に
よ
り
「
当
事

者
」
の
知
ら
な
い
間
に
虚
偽
の
婚

姻
届
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
戸
籍
に

不
実
の
記
載
が
な
さ
れ
る
戸
籍
届

出
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
す
る

と
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

ご
家
族
の
方
々
が
大
き
な
精
神
的

苦
痛
を
被
る
と
と
も
に
、
戸
籍
に

対
す
る
信
ぴ
ょ
う
性
が
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、　

月
１
日
�

１０

か
ら
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
防
止
し
、

戸
籍
へ
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、

婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
養
子

離
縁
の
届
出
書
を
持
参
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
、
本
人
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

　

戸
籍
の
届
出
を
な
さ
れ
る
際
は
、

本
人
、
代
理
人
に
か
か
わ
ら
ず
、

左
記
の
身
分
証
明
書
の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

で
な
い
方
や
忘
れ
た
方
も
届
出
は

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ご
本
人
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の

戸
籍
の
届
出
に
該
当
す
る
方
に
対

し
て
、
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
郵

便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
提
示
い
た
だ
く
身
分
証
明
書

　

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
、
官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書

�
一
光
さ
ん
（
中
条
宮
村
）
が
登

壇
。「　

歳
に
な
る
こ
と
で
多
く

２０

の
自
由
や
権
利
、
社
会
的
信
用
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
成
人
と
し
て

の
責
任
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で

あ
る
と
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
わ
た
く
し
た
ち
の
未
来
が

少
し
で
も
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
に
は
、
新
潟
落
語
会

会
長
の
水
都
家
艶
笑
師
を
講
師
に

迎
え
ま
し
た
。
師
の
軽
妙
な
語
り

口
は
、
式
典
で
堅
く
な
っ
た
会
場

の
空
気
を
和
ら
げ
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
前
や
休
憩
時
間
な
ど
で

は
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん
は
互
い

に
会
話
を
し
た
り
、
写
真
を
撮
り

合
っ
た
り
し
て
久
し
ぶ
り
の
友
人

と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。

〔
第　

回
町
成
人
式
〕
挙
行

５４

１
８
６
名
が
新
成
人
に

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る

山
�　

一
光 
さ
ん
（
中
条
宮
村
）

記
念
講
演
の
講
師

水
都
家
艶
笑 
師

　

月
１
日
�
か
ら

１０
　

戸
籍
届
出
の
際
に
は

本
人
の
確
認
を
行
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
民
課
（
�　

－

2
0
1
4
）
●

６１



早朝（おはよう）マラソン大会

　８月９日�、ＪＡカントリーエレベーター脇の

一般農道（花の道）を会場に「早朝（おはよう）

マラソン大会」を開催。台風が接近し、天候が心

配された中、参加者数は約１２０名と、大勢のみな

さんが参加されました。沿道に咲いたあざやかな

マリーゴールドを横目に見ながら、参加者の方々

はそれぞれの体力に合わせて走っていました。

灯籠押し合い祭り

　８月２３日�、県道長岡・中之島・見附線の中之

島地内において中之島諏訪神社の祭礼行事として

１００年以上の伝統を受け継ぐ、「灯籠押し合い祭

り」が開催されました。

　お昼には、「子どもみこし」を実施。手作りに

よるおみこしを、揃いのハッピに身を包んだ子ど

もたちは、懸命に担いでいました。

　夜にはメインの大灯籠による灯籠押し合いが行

われました。毎年、各町内では競って飾る大灯籠

ですが、今年は一段と大きくきらびやかな装飾と

なっており、製作に力が入っていることをうかが

わせました。笛の音が「ピー！」と大きく鳴り響

くと、若衆たちが一斉にその灯籠をもみ合い、一

気に祭りを盛り上げます。その熱気で、沿道に集

まった多くの観客の目を引きつけていました。

　なお、昨年まで灯籠押し合い祭りは８月２５日に

実施されていましたが、今年から８月の第４土曜

日に行われることになりました。

それぞれの体力に合わせて完走それぞれの体力に合わせて完走

全国中学校体育大会　陸上競技

　８月２０日�～２２日�に北海道で開催された「全国中学校体育大会」

の「陸上競技女子走り高跳び」に中之島中学校の重高和さん（３年・

猫興野）が出場。自己ベストの１ｍ６５㎝を跳び、第３位に入賞しまし

た。重高さんは跳べたとき「バーに当たったけど落ちなくて、ヤッタ

ー！と思いました」と笑顔で話してくれました。今の目標は「１ｍ７０

㎝以上を跳ぶこと」だそうで、参加資格を得ている１０月に横浜市で開

催の「ジュニアオリンピック」での目標達成に期待します。

重高重高 和和 ん　んがが陸上女子走り高跳びで陸上女子走り高跳びで全国第３位全国第３位ささ　

まちの話題・情報ページ

�
広報なかのしま
２００３・９月号

子どもみこし

灯籠押し合い

きらびやかな大灯籠が真夏の夜に揺れるきらびやかな大灯籠が真夏の夜に揺れる

重
高
和
さ
ん
（
３
年
・
猫
興
野
）

第５４回県消防大会・操法競技会

　８月２４日�、湯沢町の「湯沢中央公園陸上競技

場」を会場に開催された「第５４回県消防大会・操

法競技会」に中之島町消防団から５名の消防団員

が参加。「ポンプ車操法の部」で第２位と優秀な

成績を収めました。

　この日を目標に、２月から訓練を開始した消防

団員のみなさんは、与板郷消防本部の消防署員か

らの厳しい指導を受けながら、競技会が近づくこ

ろには日中の仕事の疲れにめけず、毎晩練習に励みました。

　その熱心な練習努力が実り、本番当日は緊張感の中にも自信を持って、終始真剣に競技へ挑みました。そし

て、中之島町から駆けつけた２００名を超える大応援団の声援に応えるように、重い消防ホースを抱えながら全

力疾走するなど、キビキビとした姿を観衆に披露しました。その結果、練習のときより迅速で正確な操法を展

開しました。

　今回の競技会の成果は、中之島町消防団の技術の高さを示すとともに、優秀な成績を収めたことにより、消

防団全体の士気の向上につながると思われます。

　さらに今後、町全体の消防・防災活動に生かされていくことによって、町民のみなさんの安心づくりに大変

な力となるものと思います。

中学校女子バレーボール指導者講習会兼合同練習会

　８月３０日�、中之島中学校体育館を会場に「中

学校女子バレーボール指導者講習会兼合同練習

会」を開催。中学生と指導者合わせて約１２０名が

参加しました。

　講師の「ベスビアス長岡」のみなさんの実技を

まじえながらの熱心な指導に、参加者も真剣なま

なざしで練習に取り組んでいました。

長岡地域の競技レベルの向上につなげる長岡地域の競技レベルの向上につなげる

まちの●話  ●題 ・●情  ●報 をお寄せください。
企画課 �61－2011

�
広報なかのしま
２００３・９月号

保育所年長児「交通安全教室」

　９月３日�、町農村環境改善センターを会場に、

保育所年長児を対象とした「交通安全教室」を開

催。県警察本部から「ゆきつばき号」が来町しま

した。子どもたちはケンちゃんと一緒に、おまわ

りさんから「道路を渡るときは○しっかり止まり

ましょう○車が来ないかよく見ましょう○手を上

げて渡りましょう」と教わりました。

道路に飛び出すと危ないよ道路に飛び出すと危ないよ

中之島町消防団が県大会で第２位中之島町消防団が県大会で第２位



　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
今
年
度
の
自
主
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

��
広報なかのしま
２００３・９月号

��
�
�
�
�
�
�
��
�

 �役場（代表）
０２５８

６６－２００２
●総務課

６１－２０１０
●企画課

６１－２０１１
●建設課

６１－２０１２
●出納室

６１－２０１３
●町民課

６１－２０１４
●産業課

６１－２０１５
●保健福祉課

６１－２０１６
●税務課

６１－２０１７
●議会事務局

６１－２０１８
●農業委員会事務局

６１－２０１９
●教育委員会事務局
　/庶務学校教育課

６１－２０２０

町民文化センター
●生涯学習推進課

６６－１３１０

お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

記号の説明
 とき
 ところ
 対象者
 費用
 申込方法
 問い合わせ先

￥�
申�
問�

■
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ぶ
ん
す
い
」

登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集
中

　

社
会
福
祉
法
人
長
岡
福
祉
協
会
で
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ぶ
ん
す
い
」
の

登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
中
で
す
。

職
種　

登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　
 

ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
及
び
普
通
自
動
車

免
許
取
得
者　

採
用
試
験　

随
時　

勤

務
時
間　

応
相
談
（
１
日
２
〜
３
時
間

で
も
可
）　

時
給　

９
３
０
円
（
時
間

外
・
深
夜
割
増
、
交
通
費
な
ど
あ
り
）　

 

介
護
老
人
保
健
施
設
ぶ
ん
す
い
（
�

０
２
５
６

－　

－

３
３
３
３
）

９１

■
「
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会
」
開

催

　

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
で
は
、
次
の

と
お
り
「
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

９
月　

日
�
〜　

日
�
・　

月　

日

２７

２８

１０

１１

�
〜　

日
�　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

１２

 

長
岡
市
中
央
公
民
館　
 
　

歳
以
上　

１５

 

３
、
０
０
０
円　

内
容　

手
当
の
基

本
・
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
骨
折
・

急
病
・
搬
送
な
ど
の
学
科
と
実
技　
 

９
月　

日
�
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

１９

電
話
で
申
込　
 

日
本
赤
十
字
社
県
支

部
事
業
推
進
課
（
�
０
２
５

－

２
３
１

－

３
１
２
１
）

問�￥�

申�

問�

情
報
コ
ー
ナ
ー

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
「
マ
イ
タ
ウ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
２
０
０
３
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
潟
県
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手

「
松
山
い
く
お
」
さ
ん
に
よ
る
企

画
構
成
の
オ
ペ
ラ
入
門
コ
ン
サ
ー

ト
。
ご
来
場
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
へ

の
お
応
え
や
、
町
内
小
中
学
生
も

参
加
す
る
地
元
合
唱
団
と
の
共
演

で
懐
か
し
い
日
本
の
童
謡
な
ど
を

披
露
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

 
　

月　

日
�　

開
場‥

午
後
６

１１

１４

時　

分
、
開
演‥

午
後
７
時

３０

 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
「
文
化
ホ

ー
ル
」

 

全
席
自
由　

１
、
０
０
０
円

■
そ
の
他　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
９
月

￥�

　

日
�
午
前　

時
か
ら
町
民
文
化

１２

１０

セ
ン
タ
ー
及
び
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
�　

－

1
3
1
0

６６

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

入場料など催　し　物開演時間月　日

全席自由
大人２，０００円
高校生以下
１，５００円

（当日は各５００円増）
チケットは
販売中

奥村愛＆
小杉真二
ジョイント
コンサート

午後
７時

９月
１３日�

全席自由
３，５００円

（当日は５００円増）
チケットは
完売

津軽三味線
「吉田兄弟」
コンサート

午後
６時３０分

１０月
５日�

全席自由
１，０００円
９月１２日�
発売

マイタウン
コンサート

午後
７時

１１月
１４日�

全席自由
２，０００円
１０月７日�
発売

ダ・カーポ
３０周年
コンサート

午後
６時３０分

１２月
７日�

町民文化センター自主事業

※上記の内容は予定ですので、変更する場合があります。

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
�　

－

1
3
1
0

６６

〔
マ
イ
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
3
〕
開
催バリトン（企画・構成）

松山いくお さん
メゾソプラノ

鈴木　涼子 さん
ソプラノ

稲森　慈恵 さん

��
広報なかのしま
２００３・９月号

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成　
１５

年
度
の
「
健
康
講
座
」
を
開
催
。

受
講
生
を
募
集
中
で
す
。

　

体
や
心
の
健
康
法
を
学
ぶ
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

 

及
び
内
容　

左
表
の
と
お
り

 

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 

及
び
定
員　
　

歳
未
満
で
７
回

７０

を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
（
男
女

問
わ
ず
）　
　

名
程
度

３０

 

無
料

 

９
月　

日
�
ま
で
に
問
い
合
わ

２６

せ
先
へ
電
話
で
申
込

￥�申�

■
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
家
庭

で
役
立
つ
介
護
教
室
」
開
催

　

町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
「
家
庭
で
役
立
つ
介
護
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

 
　

月
８
日
�　

午
前　

時
〜
正
午
、

１１

１０

９
日
�　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

 

サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま　
 

無
料　

内
容　

講
義
、
高
齢
者
疑
似
体
験
、
福

祉
用
具
の
説
明
な
ど　
 
　

月　

日
�

１０

２４

ま
で
に
電
話
に
よ
り
問
い
合
わ
せ
先
へ

申
込　
 

町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
�　

－

２
６
０
０
）

６１

■
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ

ー
「
キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ

ー
で
は
、
次
の
と
お
り
「
キ
ャ
リ
ア
応

援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

９
月　

日
�
〜　

日
�　

午
前　

時

１７

１９

１０

〜
午
後
３
時　

分　
 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

３０

タ
ー
新
潟
（
長
岡
市
）　 

若
年
求
職

者　
 

無
料　

内
容　

能
力
開
発
情
報

の
提
供
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
関
す
る

講
習
会
な
ど　
 

雇
用
・
能
力
開
発
機

構
新
潟
セ
ン
タ
ー
（
�
０
２
５

－

２
４

０

－

０
５
３
１
）

■
「
行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会
」

　

県
行
政
書
士
会
三
条
支
部
で
は
、
次

の
と
お
り
「
行
政
書
士
業
務
無
料
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

 
　

月
５
日
�　

午
前　

時
〜
午
後
４

１０

１０

時　
 

見
附
市
中
央
公
民
館　
 

無
料　

相
談
内
容　

土
地
利
用
、
農
地
転
用
、

営
業
許
可
、
法
人
設
立
、
権
利
義
務
、

相
続
、
事
実
証
明
、
外
国
人
出
入
国
及

び
在
留
資
格
な
ど　
 

県
行
政
書
士
会

三
条
支
部
事
務
所
（
�
０
２
５
６

－　
５２

－

９
４
４
３
）

￥�

申�

問�
￥�

問�

￥�

問�

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
「
貧
血
予
防
コ

１５

ー
ス
」
と
「
高
脂
血
症
予
防
コ
ー

ス
」
の
２
コ
ー
ス
を
用
意
し
ま
し

た
。

　

高
脂
血
症
や
貧
血
で
お
困
り
の

方
、
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 

及
び
内
容　

左
表
の
と
お
り

 

及
び
定
員　

健
康
診
断
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
で
貧
血
や
高
脂
血
症

と
指
摘
さ
れ
た
方
な
ど　

各
コ
ー

ス　

名
程
度

３０

 

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 

無
料

 

「
貧
血
予
防
コ
ー
ス
」
は　

月
１０

　

日
�
ま
で
、「
高
脂
血
症
予
防

１０コ
ー
ス
」
は　

月
７
日
�
ま
で
に

１１

問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話
で
申
込

￥�申�

■問
 

保
健
福
祉
課
・
�　

－

2
0
1
6

６１

〔
健
康
講
座
〕
開
催　

受
講
生
募
集
中

テーマ・内容日　　時回数

○生活習慣病って何だろう
１０月６日�
午前９時３０分
～午後３時３０分

第１回

○あなたにとって「健康的な
生活」とは

１０月２９日�
午前９時３０分
～午後３時３０分

第２回

○自分にあった運動を見つけ
よう（ビッグスワンで体験）

１１月２６日�
午前９時
～午後３時

第３回

○ストレスを解消し元気にな
ろう　精神科医師の講話

１２月１２日�
午後１時３０分
～４時

第４回

○子どもの心が見えています
か　新潟中央児童相談所職
員の講話

平成１６年１月１５日�
午前９時３０分
～正午

第５回

○子育ては親育てから
平成１６年２月４日�
午前９時３０分
～正午

第６回

○中之島　地球の環境を考え
てみよう　～今私にできる
ことは～（町の施設見学あり）

平成１６年３月３日�
午前９時３０分
～正午

第７回

「健康講座」日程

■問
 

保
健
福
祉
課
・
�　

－

2
0
1
6

６１

〔
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
〕
開
催

ぜ
ひ
ご
参
加
を

貧血予防コース
テーマ・内容日　　時回 数

○医師の講話
　（病気についての正しい知識）

１０月２１日�
午後１時３０分
～３時３０分

第１回

○食生活を見直そう
○調理実習
○運動を生活に取り入れよう

１０月２８日�
午前９時～
午後３時

第２回

○これからの生活に向けて
○まとめ

１１月５日�
午後１時３０分
～３時３０分

第３回

高脂血症予防コース
テーマ・内容日　　時回 数

○医師の講話
　（病気についての正しい知識）

１１月１９日�
午後１時
～３時

第１回

○食生活を見直そう
○調理実習
○運動を生活に取り入れよう

１１月２８日�
午前９時
～午後３時

第２回

○これからの生活に向けて
○まとめ

１２月４日�
午後１時３０分
～３時３０分

第３回

「ヘルスアップ教室」日程



��
広報なかのしま
２００３・９月号

■
「
精
神
保
健
相
談
会
」
開
催　

お
気

軽
に
ご
相
談
を

　

三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
専
門
医
に
よ
る
「
精
神
保

健
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
（
予
約
制
）。

 

９
月　

日
�
・　

月　

日
�　

午
後

１９

１０

１７

２
時
〜
４
時　
 

三
条
健
康
福
祉
環
境

事
務
所　
 

無
料　
 

三
条
健
康
福
祉

環
境
事
務
所
地
域
保
健
課
（
�
０
２
５

６

－　

－

２
３
６
３
）

３６

■
県
社
会
保
険
労
務
士
会
三
条
支
部

「
労
務
・
年
金
無
料
相
談
」
開
催

　

県
社
会
保
険
労
務
士
会
三
条
支
部
で

は
、
次
の
と
お
り
「
労
務
・
年
金
無
料

相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

 
　

月
５
日
�　

午
後
１
時
〜
５
時　

１０

 

見
附
市
中
央
公
民
館　
 

無
料　

相

談
内
容　

労
働
環
境
や
年
金
な
ど　

相

談
員　

社
会
保
険
労
務
士　
 

県
社
会

保
険
労
務
士
会
三
条
支
部
事
務
局
（
�

０
２
５
６

－　

－

５
２
８
８
）

６４

■
「
く
ら
し
の
無
料
相
談
（
法
務
行
政

・
登
記
・
法
律
相
談
）」
開
設

　

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
で
は
、

次
の
と
お
り
「
く
ら
し
の
無
料
相
談

（
法
務
行
政
・
登
記
・
法
律
相
談
）」

を
開
設
し
ま
す
。

 
　

月
５
日
�　

午
前　

時
〜
午
後
３

１０

１０

時　
 

坂
之
上
公
民
館
（
長
岡
市
）　

 

無
料　

相
談
内
容　

登
記
・
戸
籍
・

国
籍
・
供
託
・
人
権
な
ど　

相
談
担
当

者　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
公
証

人　
 

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

（
�　

－

６
９
０
１
）

３３

￥�

問�

￥�
問�

￥�

問�

情
報
コ
ー
ナ
ー

　

県
計
量
検
定
所
で
は
、
ひ
ょ
う

量
３
０
０
㌔
㌘
以
下
の
特
定
計
量

器
な
ど
（
は
か
り
・
分
銅
）
の
集

合
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ひ
ょ
う
量
３
０
０
㌔
㌘

を
超
え
る
も
の
（
大
型
）
や
土
地

建
物
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も

の
な
ど
は
、
代
検
査
の
で
き
る
計

量
士
に
依
頼
し
て
、
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、「
特
定
計
量
器
」
と
は
、

取
引
も
し
く
は
証
明
に
使
用
、
ま

た
は
一
般
消
費
者
の
生
活
の
用
に

供
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

 

９
月　

日
�　

午
前　

時
〜　

２４

１０

１１

時　

分
、
午
後
１
時
〜
３
時

３０

 

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■問
 

産
業
課
・
�　

－

2
0
1
5

６１

特
定
計
量
器
な
ど
の

集
合
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

９
月
定
例
議
会

は　

日
�
に
招
集

１７
さ
れ
、　

日
�
に

２６

閉
会
す
る
予
定
で

す
。
日
程
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

■問
 

議
会
事
務
局
・
�　

－

2
0
1
8

６１

9 
月
定
例
議
会
の
日
程
は

9 
月　

日
�
〜　

日
�

１７

２６
内　容日　時

本会議
１７日�
午前１０時～

９　
　
　
　
　

月

休　会１８日�

委員会１９日�

休　会２０日�

休　会２１日�

委員会２２日�

休　会２３日�

委員会２４日�

委員会２５日�

本会議
２６日�
午前１０時～

母子保健事業の日程（ 9 月・１０月分）

 町農村環境改善センター　 保健福祉課（�６１－２０１６）
※母子手帳の発行は、保健福祉課の窓口で随時、受け付けています。

問�

対　　　　　象受　付　時　間内　　容月　　日

平成１２年１２月～平成１３年２月生まれ、
平成１３年６月～８月生まれ、
平成１３年１２月～平成１４年２月生まれ

午後１時～１時３０分フ ッ 素 塗 布９月１１日�

平成１２年８月・９月生まれ午後１時～１時１５分３ 歳 児 健 診９月２５日�

保育所入所前の乳幼児とその保護者午前９時～１１時３０分育 児 サ ー ク ル９月２６日�

保育所入所前の乳幼児とその保護者午前９時～１１時３０分育 児 サ ー ク ル１０月３日�

平成１４年３月・４月生まれ午後１時～１時１５分１ 歳 ６ ヵ 月 児 健 診１０月７日�

平成１５年１１月～平成１６年４月
分べん予定の初産の夫婦

午後６時４５分～７時パパママ学級（１回目）１０月９日�

平成１５年１１月～平成１６年４月
分べん予定の初産の夫婦

午後６時４５分～７時パパママ学級（２回目）１０月１６日�

保育所入所前の乳幼児とその保護者午前９時～１１時３０分育 児 サ ー ク ル１０月１７日�

平成１５年１月・２月生まれ午前９時～９時３０分育 児 相 談 会１０月２３日�

��
広報なかのしま
２００３・９月号

■
「
け
ん
せ
つ
フ
ェ
ア　

北
陸
２
０
０

in

３
」
開
催

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、

次
の
と
お
り
「
け
ん
せ
つ
フ
ェ
ア　

北
in

陸
２
０
０
３
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

９
月　

日
�
〜　

日
�　

午
前
９
時

１９

２０

　

分
〜
午
後
４
時　
 

朱
鷺
メ
ッ
セ

３０（
新
潟
市
）　 

無
料　

内
容　

産
学

官
の
新
技
術
展
示
会　
 

国
土
交
通
省

北
陸
地
方
整
備
局
北
陸
技
術
事
務
所

（
�
０
２
５

－

２
３
１

－

９
９
３
０
）

■
�
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
「
不
動
産

の
無
料
相
談
会
」
開
催

 
　

月
２
日
�　

午
後
１
時
〜
４
時　

１０

３０

分　
 

長
岡
市
役
所
幸
町
分
室
、
三
条

市
役
所
な
ど　
 

不
動
産
の
価
格
決
定

や
賃
貸
な
ど
で
お
困
り
の
方　
 

無
料　

相
談
員　

不
動
産
鑑
定
士　
 

�
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
（
�
０
２
５

－

２
２

５

－

２
８
７
３
） ￥�

問�

￥�
問�

交
通
事
故
な
ど
に

遭
っ
た
と
き
の

国
民
健
康
保
険

　

交
通
事
故
や
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
ケ
ガ
な
ど
を
し
た
場

合
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て

加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
賠
償

が
遅
れ
た
り
す
る
と
き
な
ど
は
、

国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
と

き
の
費
用
は
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
後
日
、
加
害
者
に
請
求
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
国
民

健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
加
害
者
か
ら
す
で
に

治
療
費
を
受
け
取
っ

て
い
る
場
合

○
業
務
上
の
ケ
ガ
の
場

合
○
飲
酒
・
酒
気
帯
び
運

転
及
び
無
免
許
運
転

な
ど
に
よ
る
ケ
ガ
の

場
合

　

な
お
、
国
民
健
康
保

険
に
届
け
出
る
前
に
示
談
す
る

と
、
そ
の
取
り
決
め
が
優
先
し
、

加
害
者
に
医
療
費
を
請
求
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談

す
る
前
に
町
民
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。国

民
年
金

保
険
料
の

納
付
は
忘
れ
ず
に

　

み
な
さ
ん
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
期
間
が
あ
る
と
、

老
後
の
支
え
と
な
る
老

齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

も
し
も
の
と
き
の
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

は
、
国
（
社
会
保
険
庁
）
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付
書
が
届

い
た
ら
、
必
ず
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

国保・年金国保・年金
コーナー
相談窓口／町民課
�61－2014

越後のまん中、夢発信基地

���������	
��

　　　すこやか・ともしびまつり２００３
　　　●月日／１０月１１日�～１２日�
　　　●会場／ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森
　　　●内容／作品展示、施設紹介、活動紹介、

相談コーナー、パワーリハビリテ
ーション体験、ミニ手話教室、押
し花教室、ステージアトラクショ
ン、ふれ愛コンサート、青空レス
トラン、福祉じどうしゃ展示体験、
障害者スポーツ体験、炊き出し実
演、講演会、河井継之助歴史ウォ
ーキング大会、チャリティーバザ
ーなど

　　　●その他／ボランティアスタッフを募集中。
対象は中学生以上。９月３０日�
までに下記へ電話、ファックス、
メールで申込

　　　●連絡先／市福祉総務課　�３９－２２１７　�
３９－２２７５　e-mail:fukushi@city.
nagaoka.niigata.jp

……………………………………………………
　　　国指定重要無形民俗文化財
　　　～牛の角突き～
　　　●日時／１０月５日�　午後１時～
　　　●会場／小千谷闘牛場（小栗山）
　　　●料金／一般席（前売）４，０００円／６枚つ

づり（当日）１，０００円、特別席（前
売）１０，０００円／７枚つづり（当
日）２，０００円

　　　●連絡先／市商工観光課　�８３－３５１２
……………………………………………………

　　　劇団飛行船マスクプレイミュージカル
　　　忍たま乱太郎「忍術学園大ピンチ！の段」
　　　●日時／９月２１日�　午後１時～
　　　●会場／見附市文化ホール「アルカディア」
　　　●料金／全席指定２，０００円（当日２，３００円）
　　　●内容／“忍たま”３人組と“くの一”３人

組が元気いっぱい、大きなステー
ジに飛び出す楽しいミュージカル

　　　●連絡先／市文化ホール　�６３－５３２１
……………………………………………………

　　　Ｒ２９０街道まつり
　　　●月日／１０月１２日�
　　　●会場／道の駅Ｒ２９０とちお
　　　●内容／国道２９０号沿線（越後やまなみラ

イン）自慢のグルメや特産品、地
酒などを集めた“Ｒ２９０名店街”、
伝統芸能などの披露、フリーマー
ケットなど

　　　●連絡先／市商工観光課　�５２－５８２７
……………………………………………………

　　　第９回こしじ秋まつり
　　　●月日／１０月１２日�
　　　●会場／越路町役場庁舎周辺
　　　●内容／越路町の農産物及び物産品などの

即売、ステージイベント、フリー
マーケットなど

　　　●連絡先／町企画振興課　�９２－５９０２
……………………………………………………

　　　第３１回中越地方植樹祭
　　　●月日／１０月４日�
　　　●会場／大杉公園
　　　●内容／記念植樹、林業まつり
　　　●連絡先／町産業課　�４２－２２２１
……………………………………………………

　　　天領まつり～北国街道夢物語～
　　　●月日／１０月１２日�
　　　●会場／天領の里付近及び北国街道
　　　●内容／江戸時代の金銀荷揚げと佐渡への

渡海を再現する一大絵巻、屋台村、
紙風船作りなど

　　　●連絡先／町企画振興課　�７８－２２９１
……………………………………………………

　　　第６回川口町フォトコンテスト
　　　●月日／９月３０日�まで
　　　●内容／四季折々に人々を引きつける川口

町。川口町の魅力あふれる作品を
募集中

　　　●連絡先／町企画商工課　�８９－３１１２

小
千
谷
市

見

附

市

栃

尾

市

越
路
町

三
島
町

出
雲
崎
町

川
口
町

長

岡

市



��
広報なかのしま
２００３・９月号

　長岡地域広域行政組合では、次の

とおり「ふるさと再発見地域探訪ツ

アー」を開催。参加者を募集中です。

　長岡圏域内の史跡や歴史、文化、

産業などに触れる絶好の機会ですの

で、みなさん、ぜひご参加ください。

○コース及び日程／上表のとおり

○対象者／長岡市、小千谷市、見附

市、栃尾市、中之島町、越路町、

三島町、与板町、和島村、出雲崎

町、山古志村、川口町及び小国町

にお住まいの方

○募集人員／各コース４０名

○参加費／３，０００円（昼食代、入館

料など。当日持参）

○申込締切／９月２６日�必着

○申込方法／ハガキに住所・氏名・

年齢・電話番号・希望コース・バ

スの乗降車場所を記入し、問い合

わせ先へ申込。なお、ホームペー

ジからの電子メールでの申込も可

○問い合わせ先／長岡地域広域行政

組合（〒９４０－００８４ 長岡市幸町２

－１－１ 長岡市役所幸町分室　�

３７－６０６７　e-mail:area13@kouiki.

　nagaoka.niigata.jp）
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〔ふるさと再発見地域探訪ツアー〕日程表

三島町・出雲崎町　●「三島の文化」と「良寛」探訪１０月１０日�

コース概要バスの運行経路・乗降車場所

川口町・山古志村　●「 杜 のかたらい・和楽美の湯」と「中山 隧  道 ・闘牛」探訪
もり ずい どう

１０月１０日�

コース概要バスの運行経路・乗降車場所

小国町・越路町　　●「紙の芸術」と「長谷川邸・越後の名産」探訪１０月１０日�

コース概要バスの運行経路・乗降車場所

見附市・栃尾市　　●「郷土の歴史」と「道の駅Ｒ２９０」探訪１０月１１日�

コース概要バスの運行経路・乗降車場所

小千谷市・長岡市　●「そば打体験」と「戊辰の史跡」探訪１０月１１日�

コース概要バスの運行経路・乗降車場所

和島村・与板町　　●「良寛の里」と「楽山苑」探訪１０月１２日�

コース概要バスの運行経路・乗降車場所

長岡市・中之島町　●「長岡戦災資料館」と「地域の特産」探訪１０月１２日�

コース概要バスの運行経路・乗降車場所

（三島町） （出雲崎町）

�

１４：０５～１５：１０
良寛記念館
夕日の丘公園

１１：５５～１３：５５
天領の里
（昼食）

�

１０：００～１０：２０
西照寺

１０：３５～１１：００
寛益寺�

１１：０５～１１：２５
蓮花寺の大杉�

（川口町） （山古志村）

�

１０：１０～１０：４０
杜のかたらい
（体験講座）

１０：４５～１１：４０
和楽美の湯
（入浴可）

�

１１：５０～１３：１０
川口ヤナ
（昼食）

� �

１４：５０～１５：３０
池谷闘牛場

１３：５０～１４：３０
中山隧道

（小国町） （越路町）

�� � �

１０：１０～１１：４０
㈲小国和紙生産組合
（紙すき体験）

１１：５０～１２：２０
紙の美術
博物館

１２：３０～１３：４５
養楽館

（昼食・入浴可）

１４：４０～１５：４０
朝日酒造㈱
（企業見学）

１４：０５～１４：３０
長谷川邸

（見附市） （栃尾市）

� �

１３：４０～１５：４０
手づくり工房夢しお　ちまき作り・炭窯見学

（体験講座）

１０：００～１１：３０
矢沢宰史跡めぐり

１２：００～１３：１５
道の駅Ｒ２９０
（昼食）

（小千谷市） （長岡市）

１５：３０～１５：４５
栄凉寺��

１０：００～１０：１５
木喰観音堂

１３：３０～１３：４５
浦柄神社�

１０：２０～１３：２０
金倉そば道場
（そば打体験・昼食）

�

１４：０５～１４：３５
慈眼寺 �

１４：４５～１５：００
小千谷市総合産業会館
サンプラザ

（和島村） （与板町）

� �� �

１０：１５～１０：３０
住雲園

１０：４０～１２：２０
良寛の里美術館
菊盛記念美術館

１２：３０～１３：３０
お食事処てまり
（昼食）

１４：４０～１５：５０
志保の里荘
（入浴可）

１３：３０～１４：２０
楽山苑

（長岡市） （中之島町）

� �� �

９：４０～１０：５０
長岡戦災資料館
市民センター

１１：００～１１：４０
山本五十六記念館

１１：４５～１２：４０
青善
（昼食）

１４：１０～１５：３０
れんこん掘ほか
実演講座

１３：３０～１４：００
中之島夕市

８：００
小国町役場－
１７：３０

８：３０
越路町役場－
１７：００

９：００
長岡駅東口－
１６：３０

９：２０
長岡市立劇場
１６：１０

８：１０
出雲崎町役場－
１７：２０

８：４０
三島町役場－
１６：５０

９：１０
長岡駅東口－
１６：２０

９：３０
長岡市立劇場
１６：００

８：００
中之島町役場－
１７：２０

８：３０
見附市役所－
１６：５０

９：１０
長岡駅東口－
１６：２０

９：３０
長岡市立劇場
１６：００

８：００
川口町役場－
１７：３０

８：３０
小千谷市役所－
１７：００

９：１０
長岡駅東口－
１６：３０

９：３０
長岡市立劇場
１６：１０

８：００
栃尾市役所－
１７：２０

８：３０
見附市役所－
１６：５０

９：００
長岡駅東口－
１６：２０

９：２０
長岡市立劇場
１６：００

８：２０
山古志村役場－
１７：２０

９：１０
長岡駅東口－
１６：４０

９：２０
長岡市立劇場
１６：２０

８：１０
和島村役場－
１７：２０

８：４０
与板町役場－
１６：５０

９：１０
長岡駅東口－
１６：２０

９：３０
長岡市立劇場
１６：００

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の

約
６
割
が
、
レ
ジ
袋
や
ト
レ
イ

な
ど
の
容
器
包
装
に
か
か
る
ご

み
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

今
、
全
国
的
に
「
買
い
物
に

は
買
い
物
袋
を
持
参
し
よ
う

！
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
買
い
物
で
く
ら
し
を
変
え

よ
う
」
ご
み
半
減
県
民
運
動
で

も
、
毎
月
５
日
を
「
ノ
ー
・
レ

ジ
袋
デ
ー
」
と
定
め
、
広
く
県

内
消
費
者
や
事
業
者
に
対
し
て

周
知
。
買
い
物
袋
を
持
参
し
、

必
要
以
上
の
レ
ジ
袋
を
受
け
取

ら
な
い
行
動
を
広
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト

ア
協
会
で
は
、
す
で
に
毎
月
５

日
は
「
ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
県
民
運
動
で

は
、

○
毎
月
５
日
を
「
ノ
ー
・
レ
ジ

袋
デ
ー
」

○
毎
年　

月
を
「
マ
イ
バ
ッ
ク

１０

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
」

○
毎
年　

月
を
「
簡
易
包
装
キ

１２

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
」

と
し
、
特
に
行
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
県
民
運
動
の
輪
が
県
内

に
広
が
る
よ
う
、
一
般
消
費
者

の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
流

通
業
者
の
方
々
に
は
「
県
民
運

動
協
力
店
」
と
し
て
運
動
に
参

加
さ
れ
、
消
費
者
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
行
政
、
報
道
機

関
も
協
働
し
、
ご
み
の
削
減
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
買
い
物
で
く
ら
し
を
変
え

よ
う
」
ご
み
半
減
県
民
運
動

実
行
委
員
会
事
務
局
／
県
県

民
生
活
・
環
境
部
県
民
生
活

課
内
（
�
０
２
５

－

２
８
０

－

５
１
３
５
）

��
広報なかのしま
２００３・９月号

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
、
図
書
券（
５
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
先
月
号
の
正
解
》

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
・
１
０
０

０
日
運
動

《
先
月
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）》

 

井　

喜
一
（
高
畑
）、
小
畑　

静
枝
（
中
興
野
第
一
）

《
今
月
号
の
問
題
》

　

８
月　

日
�
に
開
催
さ
れ
た

１０

「
第
６
回
中
之
島
夏
ま
つ
り
」
の

参
加
者
・
観
客
数
は
、
合
わ
せ
て

○
○
○
○
名
で
し
た
。

　

○
の
中
に
当
て
は
ま
る
数
字
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
例
の
と

お
り
記
載
し
、
９
月　

日
�
ま
で

３０

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■記入例

中
之
島
町
大
字
中
之
島　
　
 
７８８

中
之
島
町
役
場
企
画
課　
 

広
報
ク
イ
ズ
係 
行　

□９ □５ □４ －□０ □１ □９ □２ 
クイズの答え

○○○○名

 住所

 氏名・年齢

 電話番号

町のことや広報につ
いてご意見・ご感想
をお聞かせください。

広
報
ク
イ
ズ

毎
月
５
日
は
「
ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー
」




